
町民のうごき［令和元年 9月 1日現在］PHOTO : 毎年恒例、桜花連の町内踊り。今年は子供踊りが増員しました。
　　　　  写真は下分・安吉での様子です。
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■人　口　5,263人 (＋ 1 )

■世帯数　2,464戸 (＋ 9 )
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男　2,487人 (－ 4 )
女　2,776人 (＋ 5 )
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上分地区 下分地区 左右内地区 神領地区 鬼籠野地区 阿川地区 広野地区
下　窪　　　貢
泉　　　文　子
谷　本　マサヱ
栗　尾　正　子
蔭　山　　　米
豊　嶌　喜八郎
福　田　善　一
穴　山　ハマコ
小　中　益　吉
森　下　さよ子

大　知　利　子
豐　嶌　祥　司
山　本　アイ子
大　野　幸　男
東　　　敦　子
久　保　徑　子
吉　田　妙　子
大久保　フミ子
上　浦　隆　衛
阿　部　初　夫
齊　藤　温　子
川　上　延　言
久　保　文　子

鎌　田　民　子
中　村　幸　子

門　田　千江子
川　野　　　章
赤　根　正　規
大　畠　浩　子
赤　根　德　行
松　本　サダ子
阿　部　謙　治
東　　　アイ子
後　藤　政　子
宮　林　節　子
松　村　初　子
木　曽　勅　男
細　井　　　守
栗　尾　　　弘
坂　本　トモ子
鎌　田　邦　彦
佐　藤　芳　子

佐々木　ミサヲ
佐々木　一　雄
西　﨑　辰　子
高　橋　キヨ子
奥　平　ウメノ
高　橋　節　子
北　川　ナ　カ
黒　岩　文　子

池　本　重　雄
阿　部　重　昭
河　野　計　子
植　林　安　江
河　野　洋　子
荒　井　町　子
川　崎　良　一
多　田　正　治
川　崎　智惠子
相　原　俊　雄
相　原　豊　子
宇　坂　竹　子

阿　部　和　行
松　本　トヨ子
森　本　ヨシ子
大　平　キミ子
田　村　王　子
森　　　健太郎
森　　　里　美
河　野　愛　子
大　西　芳　子
坂　東　靜　子
大　西　キヨ子
後　藤　ミヤ子
立　石　　　昭

坂　東　千代子
橘　　　ミキヱ
一本松　タメノ
森　下　チヨ子
河　野　節　子
栗　本　ツルコ
山　口　政　雄
山　口　　　幸
葉　柳　ツル子
中　川　英　一
片　山　豊　子
大　草　ウタコ
田　中　雅　子

10名 13名 2名 17名 8名 12名 26名
以上88名の方が米寿を迎えられます。これからもお元気でご活躍ください。（令和元年 9月 1日現在）

令和元年度

長 寿 番 付
令和元年 9月 1日現在　敬称略

東　　　方 西　　　方

井　上　マサコ 女 103 広野

横綱

粟飯原　アイ子 女 103 下分
山　田　トシコ 女 101 広野 長　瀬　サツキ 女 101 神領
吉　田　シズヱ 女 100 阿川 河　野　マサ子 女 100 左右内
粟飯原　ヒサコ 女 100 下分 森　本　アサノ 女 100 上分
富　永　マツヱ 女 99 上分

大関

吉　田　澤　子 女 99 広野
森　　　佐　一 男 99 鬼籠野 上　山　フ　イ 女 99 神領
糸　木　文　子 女 99 神領 西　森　ミツヱ 女 99 上分
尾　田　フジコ 女 99 神領
森　本　ト　ヨ 女 98 下分

関脇

多　田　アサ子 女 98 阿川
河　野　シゲ子 女 98 神領 山　内　茂　美 女 98 神領
上　田　フシ子 女 98 広野 杣　戸　勲　代 女 98 下分
中　川　安　雄 男 98 下分 髙　橋　忠　助 男 98 鬼籠野
谷　　　高　重 男 97 神領

小結

東　　　十美子 女 97 阿川
大　野　ヤヱ子 女 97 広野 赤　木　利太郎 男 97 広野
佐々木　ハツヱ 女 97 鬼籠野 坂　東　義　子 女 97 広野
鎌　田　　　榮 男 97 上分 石　本　春　子 女 97 下分
岡　山　クニヱ 女 97 下分 栗　川　ミヤ子 女 97 広野
大　西　マサ子 女 97 神領 笠　原　久　雄 男 97 鬼籠野
中　井　富　子 女 97 神領 上　野　ミヨ子 女 97 鬼籠野
草　本　繁　雄 男 96 下分

前頭

森　本　タマコ 女 96 阿川
佐々木　光　子 女 96 下分 粟飯原　政　子 女 96 下分
髙　橋　シズ子 女 96 広野 富　森　吉　子 女 96 広野
山　口　マサ子 女 96 神領 大　平　ユキ子 女 96 神領
森　　　　　明 男 96 下分 倉　良　政　代 女 96 神領
相　原　トクノ 女 96 神領

米
　
寿

お
め
で
と
う

�

ご
ざ
い
ま
す

本
年
度
の
米
寿
該
当
者
は
昭

和
5
年
10
月
1
日
～
昭
和
6

年
9
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
す
。（
敬
称
略
）
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インターンシップの受け入れを始めました。
　神山町では、職業意識の向上や町行政へ理解を深めてもらうことを目的にインターンの受け入れを行っています。
実習内容は、興味のあることを体験・学習してもらえるよう、事前に聞き取りを重ねながら実習内容を決定しています。
　今回インターン生として参加していただいた中川さんには、期間中の活動記録や成果を記事としてまとめてもら
いました。次号に詳しく掲載予定です。
※インターンシップとは、学生が一定期間、企業や自治体等で実際の仕事を体験する制度です。

　はじめまして。下分出身の中川麻畝（なかがわ　まほ）
です。大学では英語と日本の人口高齢化問題について
学んでいます。今回のインターンでは主に神山町の子
育て・学生支援について学び、それをまとめて「見え
る化」することに取り組みました。

8月19日から2週間、神山町の子育て・学生支援について調べる
中で疑問に思ったことを役場の職員さんや教育長さんにお話を伺っ
たり、学校現場や保育所で詳しく聞きとり調査をし、それらをまとめ
て発表しました。

●これまでの活動について                              

引き続き支援策について調べ、自分なりにまとめ直したものを11月号
の広報かみやまでご報告する予定なのでみさなんぜひご覧ください。

●これからについて    　　　                          

町の子
「見え

調べる
を伺っ
まとめ

    お忙しい中ご協力頂いた皆さん
ありがとうございました。

よろしく
  お願いし

ます！

町
民
町
内
バ
ス
ツ
ア
ー
好
評
運
行
中

　

神
山
の
い
ま
を
訪
れ
て
、
見
て
、
感

じ
る
町
内
町
民
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
神
山

町
創
生
戦
略
「
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ

な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
施
策
の
一
環

と
し
て
開
催
し
、
2
年
以
上
が
経
過
し

ま
し
た
。
多
く
の
人
に
お
声
か
け
い
た

だ
き
、好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
訪
問
先
の
ご
理

解
を
得
て
、
昼
食
代
な
ど
実
費
の
み
で

ご
参
加
い
た
だ
け
て
い
ま
す
。

●
参
加
対
象

　

町
内
在
住
、
在
勤
者
を
中
心
と
し
た

5
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ

●
行
く
と
こ
ろ

　

毎
回
の
行
程
は
参
加
者
の
希
望
に
あ

わ
せ
て
計
画
し
ま
す
。

（
例
）

上
分
で
き
れ
い
な
お
花
が
み
た
い
↓

岳
人
の
森
や
カ
フ
ェ
ブ
ロ
ン
プ
ト
ン

を
中
心
と
し
た
コ
ー
ス

新
し
く
出
来
た
お
店
に
行
き
た
い
↓

山
び
こ
、
K
A
M
I
Y
A
M
A 

B
E
E
R
、
豆
ち
よ
焙
煎
所
な
ど
お

店
を
中
心
と
し
た
コ
ー
ス

ま
ち
の
取
り
組
み
が
知
り
た
い
↓

神
山
町
役
場
、
大
埜
地
集
合
住
宅
、

フ
ー
ド
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を

中
心
と
し
た
コ
ー
ス

●
参
加
費

　

昼
食
代

　

ほ
か
実
費
の
み

参
加
者
の
声

バ
ス
ツ
ア
ー
、参
加
し
て
ど
う
で
し
た
か
？

「
神
山
で
ず
っ
と
お
っ
た
ん
や
け
ど
、
上

分
の
ほ
う
へ
は
滅
多
に
行
っ
た
こ
と
が

な
く
て
、
神
山
校
と
か
で
も
い
ろ
い
ろ

教
え
て
も
ら
っ
て
、
ほ
ん
ま
に
今
日
は

良
か
っ
た
で
す
。」（
左
右
内
・
女
性
）

「
神
山
町
が
過
疎
に
な
っ
て
い
く
の
を
そ

の
ま
ま
放
っ
て
お
る
よ
う
な
気
持
ち
で

お
り
ま
し
た
。
で
も
、
皆
さ
ん
が
あ
ち

こ
ち
で
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
て
、
何
か
少
し
安
心
し
た
よ
う

な
気
も
し
ま
す
。」（
阿
川
・
女
性
）

　

今
ま
で
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に
は
延
べ
6
0
8

名
の
方
々
が
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

神
山
町
役
場
総
務
課

0
8
8

－

6
7
6

－

1
1
1
1

3 令和元年 9月15日発行



定
期
賃
貸
借
の
ス
ス
メ

　
い
つ
か
戻
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い

か
ら
、
貸
そ
う
か
迷
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
相
談
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
に
は
、

定
期
賃
貸
借
契
約
で
の
空
き
家
の
利
活

用
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
定
期
借

家
契
約
は
、
あ
ら
か
じ
め
期
間
を
決
め

て
家
を
貸
す
契
約
方
法
で
す
。「
退
職
し

た
ら
帰
っ
て
く
る
か
ら
10
年
だ
け
」、「
将

来
は
売
却
も
考
え
て
る
か
ら
5
年
だ
け
」

と
、
個
々
の
事
情
に
応
じ
た
契
約
期
間

を
決
め
ら
れ
ま
す
。
契
約
期
間
が
終
了

し
た
ら
、
貸
主
・
借
主
双
方
の
合
意
で
、

再
契
約
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
貸
し
な
が
ら
管
理
す
る
こ
と
で
、
家

の
換
気
や
掃
除
、
草
刈
り
な
ど
の
負
担

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
空
き
家

に
す
る
と
換
気
が
行
き
届
か
な
く
な
る

の
で
、
家
の
劣
化
が
早
ま
り
ま
す
。
傷

み
が
進
行
す
る
前
に
、
早
め
に
お
家
を

利
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

今
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
神
山
に
移
住
し
た
、

マ
ヌ
ス
&
あ
べ
さ
や
か
さ
ん
一
家
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
マ
ヌ
ス
さ
ん
は
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
工
場
「
K
A
M
I
Y
A
M
A 

B
E
E
R
」
を
西
上
角
で
起
業
。
あ
べ

さ
ん
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
動
し

な
が
ら
、
ビ
ー
ル
工
場
の
サ
ポ
ー
ト
や
、

も
の
づ
く
り
工
房
「
神
山
メ
イ
カ
ー
ス

ペ
ー
ス
」
の
運
営
な
ど
、
多
方
面
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

〈
移
住
の
き
っ
か
け
〉

あ
べ
　
2
0
1
3
年
の
神
山
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
に
作
家
と

し
て
招
待
さ
れ
、
夫
婦
で
3
か
月
ほ
ど

神
山
に
滞
在
し
ま
し
た
。
多
様
な
人

が
集
ま
る
神
山
の
雰
囲
気
に
魅
了
さ

れ
、
そ
の
後
も
毎
年
の
よ
う
に
神
山
に

滞
在
。
拠
点
を
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら

神
山
に
移
す
こ
と
に
決
め
、
2
0
1
6

年
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

〈
仕
事
・
暮
ら
し
に
つ
い
て
〉

マ
ヌ
ス
　
オ
ラ
ン
ダ
で
は
家
庭
で
の

ビ
ー
ル
作
り
が
最
近
人
気
で
、
私
も
よ

く
趣
味
で
ビ
ー
ル
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
大
好
き
な
ビ
ー
ル
作
り
を
仕
事
に

し
た
い
、
ま
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
で
地

域
経
済
に
役
立
ち
た
い
、
そ
ん
な
思
い

で
K
A
M
I
Y
A
M
A 

B
E
E
R
を

起
業
し
ま
し
た
。

　
酵
母
の
状
態
を
見
極
め
な
が
ら
、
発

酵
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
技
術
は
奥
が

深
い
で
す
。
神
山
の
農
産
物
を
原
料
に

使
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
夏
は
梅
の
果

肉
や
梅
酢
を
使
っ
て
、
梅
干
し
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ビ
ー
ル
を
作
り
ま
し
た
。

あ
べ
　
ビ
ー
ル
作
り
は
マ
ヌ
ス
の
担
当

で
、
私
は
ラ
ベ
ル
や
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ

ン
、イ
ベ
ン
ト
企
画
が
主
な
担
当
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
と
き
は
、
参
加

者
と
出
店
者
、
自
分
た
ち
が
、
一
緒
に

楽
し
め
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
ビ
ー
ル
工
場
と
は
別
に
、
私
は
神
山
メ

イ
カ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
運
営
に
も
携
わ
っ
て

い
て
、
製
作
を
請
け
負
う
だ
け
で
な
く
、

城
西
高
校
神
山
校
の
生
徒
に
レ
ー
ザ
ー

カ
ッ
タ
ー
を
使
っ
た
も
の
づ
く
り
を
教
え

て
い
ま
す
。
ま
た
集
中
し
て
制
作
し
た

い
時
は
、
下
分
ア
ト
リ
エ
に
行
き
ま
す
。

い
ろ
ん
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
交
流
で
き
る

の
も
、
神
山
な
ら
で
は
の
魅
力
で
す
。

〈
今
後
の
抱
負
〉

マ
ヌ
ス
　
ま
だ
起
業
し
て
1
年
ち
ょ
っ

と
。
初
め
て
や
っ
て
み
る
こ
と
ば
か
り

な
の
で
、
今
は
忙
し
い
こ
と
が
多
い
で

す
。
あ
と
2
年
く
ら
い
経
験
を
積
ん
で

自
分
に
も
ゆ
と
り
が
で
き
た
ら
、
や
っ

て
み
た
い
企
画
ア
イ
デ
ア
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

あ
べ
　
い
ろ
ん
な
人
が
集
ま
り
、
一
緒

に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
楽
し
め
る
雰
囲
気
。

そ
れ
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
暮
ら
し

で
、
私
た
ち
夫
婦
が
気
に
入
っ
て
た
と

こ
ろ
で
す
。
二
人

で
話
し
合
い
を
重

ね
な
が
ら
、
K
A

M
I
Y
A
M
A 

B
E
E
R
も
そ
う

し
た
場
所
に
近
づ

け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

◦ 
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

◦

NPO法人
グリーンバレー
☎088-676-1177
IP：2028

NPO法人
グリーンバレー
の伊藤が

お届けします。

新規移住
相談件数

6 月… 9 件
7 月… 6 件

ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー 

マ
ヌ
ス

　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身

あ
べ　
さ
や
か
　
三
重
県
出
身

　
　
　
ら
ん
な
　
神
山
生
ま
れ

神領北在住
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K A I R  2 0 1 9
　神山アーティスト・イン・レジデンスの2019年度事業が 9 月 1 日から11月 6 日まで開催されます。
【招聘アーティスト】
⃝リノス・リプラー（オーストリア）　　　⃝狩野　哲郎（日本）　　　⃝村上　　郁（日本）
⃝シャーロット・マックゴーワン・グリフィン（KAIR2004参加／イギリス）
【レジデンス期間中のイベント】
⃝オープンアトリエ　《日　　時》9 月28日（土）　午前10時～
　　　　　　　　　　《集合場所》神山町農村環境改善センター（午前 9 時45分集合）
　　　　　　　　　　　　　　　 ※ 3 組の参加アーティストのアトリエを一緒にツアーで巡ります。
⃝アートツアー　　　《日　　時》10月27日（日）
　　　　　　　　　　《集合場所》神山町農村環境改善センター（午前 9 時45分集合）
　　　　　　　　　　　　　　　 ※ 参加アーティストと共に作品を巡るツアー。歩きやすい靴でお越しください。
⃝作品展覧会　　　　《日　　時》10月27日（日）～ 11月 4 日（月）
　　　　　　　　　　　　　　　 平日　午後 1 時～午後 5 時　　土日祝　午前10時～午後 5 時
　　　　　　　　　　　　　　　 （最終日は午後 4 時まで）
　　　　　　　　　　　　　　　 ※11/9（土）、10（日）は午前10時～午後 4 時
　　　　　　　　　　　　　　　 ※ 展覧会期間中は町内で「アートマップ」を配付します。展示会場につきまし

ては、ホームページで随時ご案内いたします。
【リターンアーティストプログラム】
　2017年からスタートしたプログラムで、昨年に引き続き、21回目を迎える今年も過去にKAIRに参加した
招聘アーティストを再度お迎えし、滞在制作を行っていただきます。前回の滞在を振り返ったり、滞在後の
制作活動やその変化についてスタッフや住民の方 と々共有したり、これからのKAIRについて考えるきっか
けとします。今回は、神山温泉にて切り絵の作品を展示している
2004年の招聘アーティストであるシャーロット・マックゴーワン・
グリフィン（イギリス）が 15年振りに神山を訪問します。

神山アーティスト・イン・レジデンス実行委員会（KAIR）グリーンバレー事務局
771-3310　徳島県名西郡神山町神領字中津 132　神山町農村環境改善センター内

Tel：  088-676-1178　Email：kair@in-kamiyama.jp　HP：www.in-kamiyama.jp/art

Linus Riepler
《Sperrstunde(closingtime)》

村上　郁
《電球都市》

狩野　哲郎
《Every Part Unique/ すべての部分が固有の形になる》

Charlotte McGowan-Griffin
《ここに留まるもの》

令
和
元
年
（
2
0
1
9
年
）

11
月
23
日（
土・祝
）　
11
月
24
日（
日
）

徳
島
県
立
神
山
森
林
公
園
イ
ル
ロ
ー
ザ

の
森
・
特
設
ス
テ
ー
ジ

・
森
林
コ
ン
サ
ー
ト

・
紅
葉
ウ
ォ
ー
ク

・
森
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
抽
選
会

・
地
元
産
品
の
販
売
　

等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
で
す
！

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
立
神
山
森
林
公
園
イ
ル
ロ
ー
ザ
の
森　
管
理
事
務
所

t
e
l 

0
8
8
ー
6
7
8
ー
0
1
1
4

神
山
森
林
公
園

30
周
年
記
念
祭
を

�

開
催
し
ま
す
！
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ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
る

ま
ち
の
見
守
り
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
8
月
20
日
、
石
井
町
役
場

に
お
い
て
神
山
町
、
石
井
町
お
よ
び
徳

島
名
西
警
察
署
は
「
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
に
よ
る
ま
ち
の
見
守
り
協
定
」
の

締
結
を
行
い
ま
し
た
。

　
近
年
、
自
動
車
等
に
搭
載
し
た
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
記
録
さ
れ
た
画
像

等
が
、
犯
罪
検
挙
や
交
通
事
故
の
検
証

に
お
け
る
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
神
山
町
、

石
井
町
お
よ
び
徳
島
名
西
警
察
署
が
連

携
し
、
両
町
の
公
用
車
お
よ
び
両
町
の

公
募
に
よ
る
協
力
者
の
自
動
車
等
に
搭

載
さ
れ
た
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
活

用
し
た
官
民
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
の
見

守
り
活
動
を
行
う
ほ
か
、
事
案
発
生
時

に
は
記
録
画
像
の
円
滑
な
提
供
に
よ
っ

て
事
案
の
早
期
解
決
、
早
期
発
見
お
よ

び
事
前
防
止
に
役
立
て
る
こ
と
で
、
さ

ら
な
る
安
心
、
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
事
業
に
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
記
録
さ

れ
た
画
像
等
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る

な
ど
、
ご
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、神
山
町
役
場
総
務
課
、

広
野
支
所
お
よ
び
各
公
民
館
に
お
い
て

「
見
守
り
活
動
協
力
申
込
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
神
山
町
役
場
総
務
課
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長

表
彰
　
中
内
喜
代
美
さ
ん
受
賞

　
6
月
13
日
、
中
内
喜
代
美
さ
ん
（
阿

野
字
二
ノ
宮
）
が
日
本
更
生
保
護
女
性

連
盟
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
内
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
神

山
町
更
生
保
護
女
性
会
役
員
と
し
て
、

日
々
愛
情
と
熱
意
を
も
っ
て
過
ち
に

陥
っ
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
犯
罪
予
防
に
尽

く
さ
れ
、
更
生
保
護
女
性
活
動
の
推
進

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
が
認

め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
受
賞
に
お
歓
び
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
民
生
委
員
が

紙
コ
ッ
プ
お
も
ち
ゃ
で
交
流
！！

　
神
山
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

で
は
昔
の
遊
び
な
ど
を
通
し
て
、
町
内

の
子
ど
も
と
交
流
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
町
内
の
児
童
ク
ラ
ブ
で
紙
コ
ッ
プ
を

使
っ
た
3
種
類
の
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま

し
た
。
輪
ゴ
ム
を
使
っ
た
ジ
ャ
ン
プ
す

る
「
ピ
ョ
ン
」
や
滑
る
よ
う
に
動
く

「
進
く
ん
」、
息
を
吹
き
込
む
と
モ
コ
モ

コ
と
膨
ら
む
「
モ
コ
モ
コ
」
を
民
生
委

員
の
皆
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
は
紙
コ
ッ
プ
を
使
っ

て
色
々
な
お
も
ち
ゃ
を
完
成
さ
せ
、
遊

び
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に

神
山
町
の
民
生
委
員
児
童
委
員
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

外
国
語
指
導
助
手
（
A
L
T
）

の
シ
ャ
ー
ヤ
ン
先
生
に
感
謝
状

　
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州

か
ら
神
山
町
の
外
国
語
指
導
助
手

（
A
L
T
）
と
し
て
昨
年
夏
に
来
日
し

た
シ
ャ
ー
ヤ
ン
・
ゴ
ラ
フ
シ
ャ
ニ
先
生

まちの
　 出来事

かん太くん

▲中内 喜代美さん

▲（左）ピョン（中）進くん（右）モコモコ

▶
広
野
児
童
ク
ラ
ブ

▶
す
だ
ち
っ
こ
く
ら
ぶ
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が
、
8
月
4
日
で
任
用
期
間
終
了
と
な

り
、
神
山
町
長
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
シ
ャ
ー
ヤ
ン
先
生
の
気
さ

く
で
明
る
い
性
格
は
、
各
小・中
学
校・

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
と
て
も
親

し
ま
れ
、
英
語
を
身
近
に
感
じ
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま

た
神
山
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

外
国
語
指
導
助
手
（
A
L
T
）

の
ホ
ア
ン
先
生
、
着
任
！

　
シ
ャ
ー
ヤ
ン
先
生
の
後
任
と
し
て
、

カ
ナ
ダ
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
か
ら
ホ
ア

ン
・
カ
ル
ロ
ス
・
オ
リ
バ
レ
ス
先
生

が
8
月
5
日
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
5
年
の
夏
か
ら
2
年
間
、
岡

山
県
の
中
学
校
で
英
語
や
水
泳
、
柔
道

を
教
え
た
経
験
が
あ
り
、カ
ナ
ダ
で
は
、

室
内
プ
ー
ル
で
の
水
泳
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
や
救
助
員
と
し
て
働
き
、
応
急
処

置
に
つ
い
て
教
え
る
仕
事
も
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
水
泳
、
柔
道
、
レ
ス
リ
ン

グ
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
神
山
町
の
学

校
や
生
活
に
早
く
慣
れ
る
よ
う
毎
日
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

神
山
調
査
研
究
成
果
展
を

開
催
し
ま
し
た

　
8
月
18
日
か
ら
25
日
ま
で
、
下
分
地

野
の
神
山
バ
レ
ー
・
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
て
、
慶

応
義
塾
大
学
S
F
C
研
究
所
・
石
川
研

究
室
に
よ
る
、
神
山
で
の
調
査
研
究
成

果
を
発
表
す
る
展
覧
会
「
神
山
ひ
と
ま

わ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
石
川
研
究

室
は
、
2
0
1
6
年
か
ら
3
年
間
に
わ

た
っ
て
神
山
町
の
集
落
や
民
家
を
対
象

に
、
長
く
住
む
た
め
の
良
好
な
環
境
を

訪
問
調
査
し
、研
究
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
展
覧
会
は
、「
こ
れ
ま
で
に
神

山
で
学
び
、
都
心
で
考
え
直
し
た
こ
と

を
、
再
び
神
山
の
方
々
と
分
ち
合
い
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
調
査
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々

が
足
を
運
ん
で
い
る
様
子
も
み
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
展
覧
会
に
あ
わ
せ
て
、

学
生
の
案
内
に
よ
る
名
地
区
、
大
埜
地

地
区
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や

石
川
初
（
い
し
か
わ
　
は
じ
め
）
さ
ん

ら
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
3
回
壮
行
会
開
催

　
8
月
10
日
、
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
第
3
回
訪
問
プ
ロ
グ
ラ
ム
壮
行
会
を

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
高
生
メ
ン
バ
ー
9

名
と
そ
の
保
護
者
な
ど
お
よ
そ
40
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
自
作
の
藍
染
め
の
法
被
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
用
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
紹
介
す
る
神
山
町
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
個
人
目
標

な
ど
の
意
気
込
み
を
伝
え
、
町
長
と
教

育
長
か
ら
は
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

け
ま
し
た
。

第
57
回
神
山
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
球
技
大
会

日
時
：
7
月
28
日

場
所
：
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
7
月
28
日
（
日
）
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド ▲壮行会の様子

▲神山の昔の写真の投影会の様子▲研究報告の展示は学生の解説付き
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で
第
57
回
神
山
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
球

技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
団
員
、

保
護
者
の
方
々
が
参
加
し
、
ペ
タ
ン
ク

の
部
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
に
分

か
れ
て
試
合
を
し
ま
し
た
。
審
判
・
運

営
は
神
山
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

方
々
に
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
と
も
練
習
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
猛
暑
に
負
け
な
い
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
種
目
も
混

戦
で
し
た
が
、
ペ
タ
ン
ク
の
部
・
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
と
も
に
安
定
し
た

試
合
運
び
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
勝
ち
を

重
ね
た
上
分
下
分
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。

　
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

ペ
タ
ン
ク
の
部
（
17
チ
ー
ム
参
加
）

優
　
勝
　
上
分
下
分
A

準
優
勝
　
阿
野
B

第
3
位
　
神
領
西
A

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
（
6
チ
ー
ム
参
加
）

優
　
勝
　
上
分
下
分

準
優
勝
　
神
領
西
A

第
3
位
　
阿
野
A

第
43
回
神
山
町

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
第
43
回
を
迎
え
た
神
山
町
家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
、
7
月
16
日
～

7
月
30
日
の
日
程
で
町
民
体
育
館
に
て

開
催
し
ま
し
た
。4
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

総
当
た
り
戦
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ど
の
試
合
も
見
応
え
の
あ
る
好
ゲ
ー

ム
と
な
り
ま
し
た
が
、
粘
り
強
い
戦
い

を
み
せ
た
神
領
体
協
が
優
勝
し
ま
し

た
。
神
領
体
協
、
オ
ー
ル
イ
ン
は
名
西

郡
体
協
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
神
山
町

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
優　
勝　
　
神 

領 

体 

協

　
準
優
勝　
　
オ
ー
ル
イ
ン

開
催
日
程
詳
細
と
結
果

7
月
16
日

鬼
籠
野
体
協
（
0

－

2
）
オ
ー
ル
イ
ン

鬼
籠
野
体
協
（
2

－

1
）
響
　
　
　
会

23
日

神 

領 

体 

協
（
2

－

0
）
鬼
籠
野
体
協

神 

領 

体 

協
（
2

－

1
）
オ
ー
ル
イ
ン

30
日

響
　
　
　
会
（
0

－

2
）
神 

領 

体 

協

響
　
　
　
会
（
0

－

2
）
オ
ー
ル
イ
ン

徳
島
駅
伝
名
西
郡
選
手
団

一
般
・
中
学
生
合
同
合
宿

　
8
月
16
日
か
ら
18
日
の
3
日
間
、
徳

島
県
立
牟
岐
少
年
自
然
の
家
に
お
い

て
、
徳
島
駅
伝
名
西
郡
選
手
団
合
同
合

宿
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
合
宿
に
は
、
名
西
郡
内
3
校
の

中
学
校
の
生
徒
、
一
般
選
手
、
あ
わ
せ

て
46
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
神
山
中
学

校
か
ら
は
、
7
名
の
選
手
が
参
加
し
ま

し
た
。
今
年
度
よ
り
開
催
場
所
の
変
更

を
行
い
、
3
日
間
の
練
習
は
厳
し
い
も

の
で
し
た
が
、
ど
の
選
手
も
決
め
ら
れ

た
メ
ニ
ュ
ー
を
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
ま

し
た
。

　
合
宿
の
最
後
に
は
9
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
、
ミ
ニ
駅
伝
を
行
い
ま
し
た
。
出

身
校
も
年
齢
も
様
々
な
チ
ー
ム
編
成
で

し
た
が
、選
手
を
励
ま
す
声
が
大
き
く
、

雰
囲
気
よ
く
練
習
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
3
日
間
を
通
し
て
、
徐
々

に
チ
ー
ム
と
し
て
の
一
体
感
が
生
ま
れ

て
い
く
よ
う
で
し
た
。
今
後
も
、
大
会

に
向
け
て
各
学
校
で
の
練
習
や
合
同
練

習
会
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

▲ペタンクの部で優勝した上分下分Aチーム

▲グラウンドゴルフの部で優勝した上分下分チーム

▲優勝した神領体協
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第
1
回

神
山
町
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

　
令
和
元
年
8
月
1
日
（
木
）、
神
山

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

第
1
回
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
夫
婦

漫
才
コ
ン
ビ
の
中
山
ま
さ
と
も
・
つ
か

さ
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
お
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
内
長

寿
会
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
各
職
場
職

員
、
住
民
な
ど
約
70
人
の
方
が
熱
心
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
前
半
は
ま
さ
と
も
さ
ん
の
講
演
で
し

た
。
人
間
の
脳
は
ふ
だ
ん
使
っ
て
い
な

い
部
分
が
多
く
、
そ
の
部
分
に
プ
ラ
ス

思
考
や
前
向
き
な
気
持
ち
を
刷
り
込
ん

で
い
く
こ
と
で
心
が
変
容
し
、
将
来
幸

せ
が
訪
れ
る
こ
と
。
自
分
が
し
て
ほ
し

い
こ
と
を
他
の
人
に
も
し
、
自
分
が
し

て
ほ
し
く
な
い
こ
と
は
人
に
も
し
な

い
。
固
定
観
念
を
捨
て
て
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
物
事
を
見
る
こ
と
の
大
切
さ

等
、
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
体
験
を

踏
ま
え
て
、
い
じ
め
や
差
別
を
無
く
し

み
ん
な
が
楽
し
く
暮
ら
せ
る
世
の
中
を

作
ろ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

　
最
後
に
つ
か
さ
さ
ん
と
徳
島
の
話
題

も
入
れ
な
が
ら
、
夫
婦
な
ら
で
は
の
息

の
合
っ
た
楽
し
い
漫
才
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
講
演
で
得
た
も
の
を
、
受
講

生
一
人
ひ
と
り
が
、
他
の
多
く
の
町
民

に
広
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
人
権
尊

重
社
会
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
1

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
1

元
気
づ
く
り
事
業
の
募
集

　
神
山
町
で
は
、
み
な
さ
ん
の
自
主
的・

自
発
的
な
地
域
活
動
に
対
し
て
財
政
的

に
支
援
を
す
る
「
神
山
町
元
気
づ
く
り

事
業
助
成
金
」
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
み
な
さ
ん
の
熱
意
と
ア
イ
デ
ィ

ア
に
あ
ふ
れ
た
提
案
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
団
体

　
町
内
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠
点
を

置
き
、
主
に
町
内
で
活
動
を
し
て
い
る

構
成
員
が
5
人
以
上
で
、
組
織
の
運
営

に
関
す
る
会
則
等
が
あ
り
、
継
続
的
に

活
動
し
て
い
る
、
又
は
今
後
活
動
す
る

計
画
が
あ
る
団
体
を
対
象
と
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
事
業 　

　
次
に
掲
げ
る
事
業
の
う
ち
、
選
考
基

準
に
該
当
す
る
も
の
を
対
象
と
し
ま
す
。

① 

地
域
の
福
祉
・
健
康
づ
く
り
に
関
わ

る
事
業

② 

学
術
・
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
図
る
事
業

③
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
事
業 

④
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
事
業

⑤ 

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

を
図
る
事
業

⑥
景
観
づ
く
り
に
関
わ
る
事
業

⑦ 

地
域
資
源
の
発
掘
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
創
造
に
つ
な
が
る
事
業

⑧ 

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
寄
与
す
る
と
認

め
ら
れ
る
事
業

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
3

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
3

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

の
送
付
用
封
筒
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
郵
便
で
申

請
す
る
際
に
使
用
す
る
封
筒
に
つ
い

て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
通
知
カ
ー
ド
送
付
時
に
同
封
さ
れ
て

い
た
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
の

送
付
用
封
筒
に
つ
い
て
、
有
効
期
限
が

「
平
成
29
年
10
月
4
日
ま
で
」
と
さ
れ

て
い
る
も
の
が
、「
令
和
4
年
5
月
31

日
ま
で
」
有
効
な
も
の
と
し
て
使
用
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
切
手
を
貼

ら
ず
に
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

役場からの
　おしらせ

あゆちゃん

「部落差別のない社会の実現に向けて」
　神山町では、町民の皆さんとともに、
これまで同和問題の解決をめざし長年に
わたり様々な取組を進めてきました。そ
の結果、同和問題は解決に向かってはい
るものの、今なお許しがたい差別事件が
起こっています。
  さらに、全国的にみても、情報化の進
展に伴って、インターネット上に同和地
区と称して地名を書き込むなどの悪質な
行為が発生しています。
  このような中、「部落差別の解消の推進
に関する法律」が平成28年12月16日に
公布・施行され、今年で 3 年目を迎えよ
うとしています。
  この法律は、部落差別は許されないも
のであるとの認識のもとに、部落差別解
消の必要性について国民の理解を深める
よう努めることにより、部落差別のない
社会を実現することをめざしたものです。
  また、解消のための施策として、国及
び地方公共団体は、相談体制の充実や部
落差別解消に向けての教育や啓発の推進
に努めることを規定しています。
  神山町では法律の趣旨をふまえ、同和問
題の解決のため、国や県等と連携しながら
引き続き積極的に取り組んでまいります。
  私たち一人ひとりが同和問題を正しく
理解し、差別や偏見のない豊かで明るい
社会を築いていきましょう。

9 令和元年 9月15日発行



　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
郵
送
申
請

を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
送
付
用
封
筒
を

紛
失
し
て
い
る
場
合
に
は
、
住
民
課
で

封
筒
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合

サ
イ
ト
（https://w

w
w

.kojinbango-
card.go.jp/

）
に
、
ご
自
身
で
印
刷
で

き
る
封
筒
様
式
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
般
廃
棄
物
（
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
）

処
分
手
数
料
の
改
定
に
つ
い
て

　
10
月
1
日
か
ら
、
一
般
廃
棄
物
（
し

尿
・
浄
化
槽
汚
泥
）
処
分
手
数
料
を
次

の
と
お
り
改
定
し
ま
す

　
阿
北
環
境
整
備
組
合
で
は
、
し
尿
及

び
浄
化
槽
汚
泥
の
適
正
な
処
理
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
施
設
老
朽
化

に
よ
る
修
繕
費
増
加
、
物
価
の
高
騰
等

を
踏
ま
え
、
平
成
元
年
4
月
か
ら
改
定

さ
れ
て
い
な
い
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
処

分
手
数
料
の
見
直
し
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
令
和
元
年
10
月
か

ら
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
処
分
手
数
料
の

引
き
上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
町
民
及
び
事
業
者
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
処

分
手
数
料
は
、
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥

収
集
運
搬
許
可
業
者
が
、
市
（
町
）
民

や
事
業
所
等
か
ら
収
集
し
た
し
尿
や
浄

化
槽
汚
泥
を
阿
北
環
境
整
備
組
合
に
搬

入
す
る
と
き
に
納
め
る
料
金
に
な
り
ま

す
の
で
、
実
際
の
汲
み
取
り
料
金
等
は

各
清
掃
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願

い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
名
西
郡
神
山
町
神
領
字
本
野
間
1
0
0
番
地

神
山
町
役
場　
住
民
課

電
話　
0
8
8

－

6
7
6

－

1
1
1
3

本
人
通
知
制
度
の
ご
案
内

　
神
山
町
で
は
平
成
30
年
10
月
1
日
か

ら
、
事
前
に
登
録
さ
れ
た
方
に
対
し
住

民
票
の
写
し
な
ど
の
証
明
書
を
本
人
の

代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
と
き
、

そ
の
交
付
の
事
実
を
本
人
に
お
知
ら
せ

す
る
「
本
人
通
知
制
度
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
不
正
請
求
の
早
期
発
見
や
不

正
取
得
の
抑
止
お
よ
び
権
利
の
侵
害
お

よ
び
防
止
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▪
登
録
で
き
る
人

・ 

神
山
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人
、
ま
た
は
記
載
さ
れ
て

い
た
人

・ 

神
山
町
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る

人
、
ま
た
は
記
載
さ
れ
て
い
た
人

▪
通
知
対
象
と
な
る
証
明
書

・ 

住
民
票
の
写
し
（
住
民
票
除
票
を
含

む
）

・ 

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

・ 

戸
籍
謄
抄
本
（
除
籍
・
改
製
原
を
含

む
）

・ 

戸
籍
の
附
票
の
写
し

・ 

戸
籍
記
載
事
項
証
明
書
等
　

▪
登
録
申
請
に
必
要
な
も
の

・ 

事
前
登
録
申
請
書

・ 

印
鑑

・ 

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
旅

券
な
ど
顔
写
真
が
添
付
さ
れ
た
も

の
。
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
官
公

署
が
発
行
し
た
書
類
で
、
住
所
・
氏

名
等
が
確
認
で
き
る
も
の
2
点
）

※ 

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
委
任
状

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
　

▪
登
録
有
効
期
間

・ 

登
録
し
た
日
の
翌
日
か
ら
廃
止
な
ど

の
申
出
が
あ
る
ま
で

▪
登
録
申
請
窓
口

・ 

神
山
町
役
場
住
民
課
ま
た
は
広
野
支

所一
斉
清
掃
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
今
年
も「
環
境
月
間
」に
あ
わ
せ
て
、

各
地
区
に
お
い
て
多
く
の
衛
生
組
合
よ

り
ご
協
力
い
た
だ
き
、
道
路
や
河
川
、

水
路
の
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
な
ど
の
作

業
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
暑
い
中
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

　
今
後
と
も
、
地
域
環
境
の
保
全
と
、

一
斉
清
掃
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

犬
・
猫
を
飼
育
し
て
い
る
方
へ

◆
不
幸
な
犬
・
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、

�

避
妊
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
◆

　
徳
島
県
で
は
、
年
間
9
0
0
匹
近
く

の
犬
猫
が
殺
処
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
不
幸
な
犬・猫
を
減
ら
し
、

動
物
愛
護
及
び
管
理
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
野
良
犬
・
猫
に

よ
る
糞
尿
や
農
畜
産
物
へ
の
被
害
を
減

ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
犬
・
猫
の

避
妊
去
勢
手
術
費
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

⃝
補
助
対
象
者

☆ 

神
山
町
に
住
所
を
有
し
、
犬
・
猫
を

飼
わ
れ
て
い
る
方

☆ 

犬
に
つ
い
て
は
、神
山
町
に
登
録
し
、

助
成
年
度
に
お
い
て
狂
犬
病
予
防
注

射
を
実
施
し
た
飼
育
者

☆ 

町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

◦
助
成
金
額

　
手
術
一
件
に
つ
き
、
5
、
0
0
0
円

◦
申
込
方
法

　
郵
便
往
復
は
が
き
に
よ
り
、
徳
島
県

獣
医
師
会
（
〒
7
7
0

－

8
0
0
7

徳
島
市
新
浜
本
町
二
丁
目
3
番
6
号
）

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
記
載
事
項

　
飼
い
主
の
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

犬
・
猫
の
別
、
名
前
、
年
齢
、
性
別
、

毛
色
、
犬
に
つ
い
て
は
、
犬
の
登
録
番

号
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
番
号
を

そ
れ
ぞ
れ
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

返
信
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
を
記
載
し

現行の処分手数料の額
搬入車輛 1台につき1,350円
最大積載量1.8キロリットルを超える場
合は100リットル当たり75円を加算し
た額

改定後の処分手数料の額
搬入車輛 1台につき1,800円
最大積載量1.8キロリットルを超える場
合は100リットル当たり100円を加算
した額

令和元年10月 1日からの
し尿・浄化槽汚泥処分手数料
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て
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
期
間

　
令
和
元
年
10
月
1
日
～

�
令
和
元
年
10
月
31
日
ま
で
（
必
着
）

◦
そ
の
他

※ 

必
ず
手
術
を
受
け
さ
せ
る
前
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
手
術
後
の
申
込
み

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

助
成
が
受
け
ら
れ
る
件
数
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
申
込
者
の
す
べ
て
が
助

成
を
受
け
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
4

～
あ
な
た
の
声
を
お
聴
き
し
ま
す
～

―
行
政
相
談
週
間
―

　
10
月
7
日
（
月
）
か
ら
13
日
（
日
）

ま
で
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　
行
政
相
談
週
間
は
、
行
政
相
談
制
度

を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

て
お
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
総
務
省
が
全
国
一
斉
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
行
政
へ
の
要
望
や
相
談
、
制
度
や
仕

組
み
が
分
か
ら
な
い
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

〈
行
政
相
談
所
〉

・
日
時
　
令
和
元
年
10
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
1
時
～
4
時

・
場
所
　
神
山
町
役
場
　

2
階
図
書
室

・
行
政
相
談
委
員
　
久
保
　
素
弘
さ
ん

〈
一
日
合
同
行
政
相
談
所
〉

・
日
時
　
令
和
元
年
10
月
8
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時

・
場
所
　 

徳
島
市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
3
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
徳
島
市
元
町
1

－

24
）

・
参
加
予
定
機
関
等

　
法
務
局
、弁
護
士
会
、司
法
書
士
会
等

農
業
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
9

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
8

＝
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
を

 

お
勧
め
し
ま
す
＝

　
豊
か
な
老
後
生
活
の
た
め
に
は
、
国

民
年
金
だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え
ず
、

老
後
の
生
活
費
は
自
分
で
準
備
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
で
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
へ

の
上
乗
せ
が
あ
り
ま
す
。

　
農
業
者
の
皆
様
も
、
メ
リ
ッ
ト
が
た

く
さ
ん
あ
る
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て

安
心
で
豊
か
な
老
後
を
迎
え
ま
し
ょ

う
。

～
以
下
の
要
件
を
満
た
す
人
は

�

み
な
さ
ん
加
入
で
き
ま
す
！
～

★
60
歳
未
満

★
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

★
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

・ 

積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
少
子
高

齢
時
代
で
も
安
心
。

・ 

月
々
の
保
険
料
が
選
べ
ま
す
。ま
た
、

い
つ
で
も
見
直
し
が
で
き
ま
す
。

　（
2
万
円
か
ら
6
万
7
千
円
）

・ 

終
身
年
金
で
す
。（
80
歳
ま
で
の
保

障
付
き
）

・ 

節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。（
保
険
料

は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
対
象
）

・ 

意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
最
高
1
万
円

の
保
険
料
助
成
あ
り
ま
す
。（
認
定

農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る
方

や
家
族
経
営
協
定
を
結
ん
だ
配
偶
者

や
後
継
者
の
方
な
ど
）

※ 

農
業
者
年
金
の
内
容
や
ご
相
談
に
つ

い
て
は
、
神
山
町
農
業
委
員
会
か
最

寄
り
の
J
A
名
西
郡
の
支
店
、
出
張

所
ま
た
は
農
業
者
年
金
基
金
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

神
山
町
農
業
委
員
会

T
E
L
0
8
8
ー
6
7
6
ー
1
1
1
9

I
P　
2
0
0
8

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金

T
E
L
0
3
ー
3
5
0
2
ー
3
1
9
9

（
相
談
員
）

T
E
L
0
3
ー
3
5
0
2
ー
3
9
4
2

（
企
画
調
整
室
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.nounen.go.jp

令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
歯
科
健
康
診
査
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
節
目
の
年
齢
の
方
を
対
象
に
、

歯
・
歯
肉
の
状
態
や
口
腔
清
掃
状
態
等

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
口
腔
機
能
の
低
下
や

その他の
　おしらせ

かわずくん

かえるの名前は「かわずくん」
　広報かみやま第322号にて「名無しのかえるに名前
をつけよう」と呼び掛けたところ、15通のご応募を
いただきました。ありがとうございます。
　この名前は、神山に生息するカジカガエルの別名で
あるかわずに由来しています。カジカガエルは、清流
に生息し、とてもきれいな声で鳴くことから「河鹿」
の名がついたといわれています。カジカガエルの「か
わずくん」の存在は、神山に綺麗な川が多くあること
を気づかせてくれます。
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肺
炎
等
の
疾
病
を
予
防
す
る
た
め
、
歯

科
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
健
康
診
査
の
対
象
と
な
る
方
は
、
ぜ

ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
　
平
成
30
年
中
に
節
目
の
年
齢

に
な
ら
れ
た
方
（
昭
和
18
年
、
昭
和
13

年
、
昭
和
8
年
生
ま
れ
の
方
）
及
び
昭

和
3
年
生
ま
れ
の
方 
　

　
た
だ
し
、
長
期
入
院
を
さ
れ
て
い
る

方
や
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、

す
で
に
健
康
状
態
を
把
握
さ
れ
、
医
師

の
指
導
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
歯
科
健
康
診
査
の
対
象
者

か
ら
除
い
て
い
ま
す
。

  

な
お
、
対
象
者
に
は
歯
科
健
診
受
診

券
の
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
長
期

入
院
さ
れ
て
い
る
方
・
施
設
入
所
者
の

方
に
ハ
ガ
キ
が
届
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
対
象
外
で
す
の
で
健
診
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

受
診
場
所
　
徳
島
県
歯
科
医
師
会
会
員

で
後
期
高
齢
者
の
歯
科
健
診
を
実
施
す

る
歯
科
医
院

○ 

受
診
可
能
な
歯
科
医
院
の
一
覧
表
を

神
山
町
税
務
保
険
課
・
広
域
連
合
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
広
域

連
合
及
び
徳
島
県
歯
科
医
師
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

受
診
方
法
　
事
前
に
電
話
等
に
て
健
診

実
施
歯
科
医
院
に
ご
予
約
の
上
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。�

　

健
診
項
目
　
問
診
、
口
腔
内
診
査
、
口

腔
機
能
評
価
等

受
診
費
用
　
無
料       

受
診
期
間
　
令
和
元
年
9
月
1
日
か
ら

11
月
30
日
で
す
。

持
っ
て
い
く
も
の
　
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
と
歯
科
健
診
受
診
券
の
ハ

ガ
キ

そ
の
他
注
意
事
項

○ 

健
診
の
予
約
日
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

歯
科
健
診
は
期
間
中
に
1
回
の
み
で

す
。
後
日
重
複
受
診
が
判
明
し
た
場

合
は
費
用
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○ 

歯
科
健
診
自
体
は
無
料
で
す
が
、
そ

の
後
に
治
療
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合

は
有
料
と
な
り
ま
す
の
で
　
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○ 
健
診
結
果
は
訪
問
指
導
の
た
め
神
山

町
に
情
報
提
供
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　
事
務
局
事
業
課

　
電
話
0
8
8
ー
6
7
7
ー
3
6
6
6
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－ 徳島労働局からのお知らせ ー

「働き方」が変わります！！
― 2019年 4月 1日から「働き方改革関連法」が順次施行されています ―

　働く方々がそれぞれの事情に応じた多様な働き方を選択できる社会を実現する働き方改革
を総合的に推進するため、長時間労働の是正、多様で柔軟な働き方の実現、雇用形態にかか
わらない公正な待遇の確保等のための措置を講じます。

時間外労働の上限規制が導入されます！
時間外労働の上限について、月45時間、年360時間を原則とし、臨時的な特別な事情がある場合
でも年720時間、単月100時間未満（休日労働含む）、複数月平均80時間（休日労働含む）を限度
に設定する必要があります。

Point
1 施行：2019年 4月1日～　※中小企業は、2020年 4月1日～

年次有給休暇の確実な取得が必要です！
使用者は、10日以上の年次有給休暇が付与される全ての労働者に対し、毎年5日、時季を指定し
て有給休暇を与える必要があります。

Point
2 施行：2019 年 4月1日～

Point
3 施行：2020 年 4月1日～　※中小企業は、2021年 4月1日～

正規雇用労働者と非正規雇用労働者の間の不合理な待遇差が禁止されます！
同一企業内において、正規雇用労働者と非正規雇用労働者（パートタイム労働者、有期雇用労働
者、派遣労働者）の間で、基本給や賞与などの個々の待遇ごとに不合理な待遇差が禁止されます。

具体的な労務管理の手法に関するお問い合わせ

各労働基準監督署　労働時間相談・支援コーナー　徳島 Tel:088-622-8138　鳴門 Tel:088-686-5164
三好 Tel:0883-72-1105　阿南 Tel:0884-22-0890

徳島労働局労働基準部監督課　Tel:088-652-9163

時間外労働の上限規制や年次有給休暇など労働基準法、労働安全衛生法の改正に関するお問い合わせ

【パートタイム労働者、有期雇用労働者関係】
徳島労働局雇用環境・均等室　Tel:088-652-2718
【派遣労働者関係】
徳島労働局職業安定部需給調整事業室　Tel:088-611-5386

正規雇用労働者と非正規雇用労働者の間の不合理な待遇差の解消に関するお問い合わせ

働き方改革関連法に関する相談のほか、労働時間管理のノウハウや賃金制度等の見直し、助成金
の活用など、労務管理に関する課題について、以下の方法により専門家が無料で相談に応じます。
徳島働き方改革推進支援センター　Tel:0120-967-951

電話・メール、来所による
個別相談

団体・自治体等の相談窓口
への専門家派遣

商工会議所等における
セミナー開催（個別相談会）

企業に対する個別コンサルティング
への専門家派遣

相談無料

13 令和元年 9月15日発行



水洗トイレを設置している方へ！
浄化槽の維持管理は管理者の義務です！

※水洗トイレの排水先に
は浄化槽があります！

3 つの管理を実施し、
きれいな水環境を
守りましょう！

浄化槽の維持管理は「一括契約」で！

公益社団法人徳島県環境技術センター　☎088－636－1234

◇お問い合わせは・・・
神山町きれいな水づくり推進協議会　（公社）徳島県環境技術センター内　TEL088－636－1234

浄化槽一括契約システムとは？
浄化槽に必要な維持管理「法定検査・保守点検・清掃」の窓口を一本化することにより、個
別に依頼する煩わしさがなく、浄化槽管理者が安心して浄化槽を使用できるシステムです。

1 年に 1回

浄化槽が適正に維持管理され、
本来の浄化機能が十分に発揮されているか、
浄化槽から放流される水を持ち帰って

検査して確認します。

保守点検 清掃
1年に3回～
6回以上

1年に
1回以上

・汚泥の引き抜き、調整
・槽内部の洗浄

・適正水位まで水張り

・浄化槽装置の点検調整、修理
・消毒剤の補給
・送風機の点検

※保守点検回数は処理方式及び処理対象
人員毎に決められています。

法定検査

浄化槽は
私たちが使った
水をきれいに
する装置です

今までは・・
それぞれ個別に依頼・実施・支払い

保守点検

設
置
者

そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
依
頼

清掃

法定検査

依頼

依頼

依頼

これからは・・
3つの業務を自動的に実施・支払い

自動的に実施
一括

保守点検設
置
者

ま
と
め
て
一
括
で
契
約

清掃

法定検査

個別に依頼しなくて
いいから楽だわ！
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令和元年10月1日より神山町プレミアム付商品券を販売します令和元年10月1日より神山町プレミアム付商品券を販売します
◆1冊5,000円分（500円×10枚綴）の商品券を4,000円で購入できます
◆対象者 1人につき、5冊まで購入できます（25,000円分の商品券を20,000円で販売）
◆令和元年10月 1日から令和 2年 2月29日まで使用できます

プレミアム付商品券購入引換券の申請について
　住民税非課税者の要件に該当すると思われる方には、8 月下旬に申請書を送付しています。商品券の購入を希望される
方は、届いた申請書を返送いただくか、健康福祉課または広野支所まで提出してください。申請書が届いていない方で、
住民税非課税者の要件に該当すると思われる方は、個別にお問い合わせください。
　子育て世帯主の要件に該当される方には、9月下旬に購入引換券を送付いたします（申請は必要ありません）。

プレミアム付商品券の特殊詐欺などにご注意ください
　プレミアム付商品券を販売するために、町や内閣府などが手数料の振込みを求めることや、ATMの操作をお願いするこ
とは絶対にありません。また、申請をされていない方に対して、町や内閣府などが世帯構成などの個人情報を問い合わせ
ることは絶対にありません。
　ご自宅や職場などに町や内閣府の職員などをかたった電話がかかってきたときや不審な郵便が届いたときは、迷わず最
寄りの警察署（徳島名西警察署：088-674-0110）または警察相談専用電話（#9110）にご連絡ください。

プレミアム付商品券取扱店舗の登録について
　10月 1日にプレミアム付商品券が販売・使用開始となった後も、引き続き取扱店舗の登録を受け付けます（ただし、
取扱店舗用ポスターの「使えるお店一覧」には掲載されません）。登録方法などの詳細については、神山町商工会へお
問い合わせください。

【お問い合わせ先】
商品券事業全体に関すること・対象者（子育て世帯）に関すること　健康福祉課　電話：676-1114　IP：2004
対象者（低所得者）に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　税務保険課　電話：676-1115　IP：2005
商品券の販売・取扱店の登録などに関すること　　　　　　　　　　神山町商工会　電話：676-1232　IP：4519

プレミアム付商品券が使用できる店舗について
　神山町プレミアム付商品券は、町内の小売店やサービス業などの登録店舗で使用できます。詳細は、登録店舗に掲示し
ているポスターや町ホームページなどでご確認ください。

プレミアム付商品券の購入対象者

①住民税非課税者
　平成31年 1 月 1 日において神山町に住民票があり、平成31（2019）年度の住民税（均
等割）が非課税の方
　課税者と生計同一の配偶者・扶養親族、生活保護の受給者等は対象外

②小さな乳幼児のいる子育て世帯主
　 3 歳未満のお子さま※がいる世帯の世帯主の方
　※平成28年 4月 2日から令和元年 9月30日までに生まれたお子さま

①②両方の要件に該当
する方は、両方の条件
で購入可能※

※例えば…夫婦 2 人、子 1 人（1 歳）
の3人世帯で、3人とも非課税の場合
→ ①の要件で3人分、②の要件で1人
分「合計 4人分」購入できます

　購入引換券が届いたからといって、必ずプレミアム付商品券を購入しなければならないということではありません。一
旦申請していただき、購入引換券が届いた後に購入するかどうかを判断していただいても差し支えありません。

プレミアム付商品券を購入・使用する流れ

①
の
要
件
の
方

対象と思われる方に役場より
申請書を送付（8月下旬）

申請
（令和元年11月29日まで）

②
の
要
件
の
方

申請不要

審査の結果、購入対象となる方

役場より購入引換券を送付

（令和元年 9月末から順次）

役場より購入引換券を送付

（令和元年 9月末から順次）

商品券購入
（令和元年10月～

令和 2年 2月28日）

町内郵便局で
販売予定です

商品券使用
（令和元年10月～

令和 2年 2月29日）

町内の取扱店舗
での買い物等に
使用できます

15 令和元年 9月15日発行



お問い合わせ・健康に関するご相談は
神山町健康福祉課予防係　TEL088－676－1114　IP2004

健康づくりシリーズ○121

「マダニ」にご注意ください！
　農作業やキャンプなど、山や草むらで活動する時間が多くなる季節です。野山に生息する「マダニ」
に咬まれることで重症熱性血小板減少症候群（S

エス

F
エフ

T
ティ ー

S
エス

）、日
に

本
ほん

紅
こう

斑
はん

熱
ねつ

などに感染することがあります。

　マダニに咬まれないポイント
⃝肌の露出を少なくする
　⇒帽子、手袋を着用し、首にタオルを巻く
⃝長袖、長ズボンを着用　
　⇒シャツの裾はズボンの中に、ズボンの裾は靴下や長靴の中
⃝足を完全に覆う靴をはく
　⇒サンダル等は避ける
⃝明るい色の服を着る（マダニを目で見つけやすくなります）
※屋外活動の後は入浴し、マダニに咬まれていないか確認をしましょう。

　マダニとは？
　マダニは食品や衣類に発生するダニとは種類が全く異なります。種類にも
よりますが、体長は吸血前で 3～ 8mm、吸血後は10～ 20mm程度です。

　マダニに咬まれたときの対処法
⃝無理に引き抜こうとせず、医療機関で処置（マダニの除去や洗浄など）をしてもらいましょう。
⃝�マダニに咬まれた後、数週間程度は体調の変化に注意をし、発熱、吐き気、下痢などの症状が
あれば医療機関で診察を受けてください。

※�全てのマダニがウイルスや細菌を保
有しているわけではありません。

　マダニが媒介する感染症

重症熱性血小板減少症候群（SFTS） 日本紅斑熱

感 染 経 路 SFTSウイルスを保有しているマダニに
咬まれることによって感染

原因となる細菌を保有しているマダニ
に咬まれることによって感染

潜 伏 期 間 6日～ 2週間 2～ 8日

症 状 発熱、消化器症状（食欲低下、吐き気、
おう吐、下痢、腹痛）など 発熱、発疹、頭痛、倦怠感など

重症化すると死亡する場合もあります

広報かみやま No.324 16



　徳島県では、9月21日から10月20日までの期間を「徳島県認知症対策普及・啓発推進月間」と
設定しています。
「認知症の人の意思が尊重され、住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができる社会の実現」
を目指し、9月21日の「世界アルツハイマーデー」を初日とする 1か月間、認知症に関する普及・
啓発をはじめとした各種取組みを集中的に実施することとなっています。
　そこで、神山町では、認知症に関する正しい知識を身につけていただくために、この期間に『認
知症サポーター養成講座』を開催します。

　認知症サポーターで、ステップアップ研修を受講した
人が中心となって、令和元年 8月に「チームオレンジ応
援隊」を結成しました。
　「チームオレンジ応援隊」は、認知症の人や認知症の人
の家族等が気軽に相談できる場作り、孤立しないための
環境づくりを行っています。引きこもりがちの人には、
既に開催されている “ほっとカフェ応援隊 ”にチーム員が
同行する外出支援を行うとともに、“ほっとカフェ応援隊 ”
の運営に関する協力・提案をするなど、チーム員の皆さ
んは認知症サポーターとして地域で活躍されています。

お問い合わせ：地域包括支援センター　　　電話：088－676－1185（IP 2031）

介護予防シリーズ○63

○●　徳島県認知症対策普及・啓発推進月間　●○

チームオレンジ応援隊を結成しました

『認知症サポーター養成講座』
◎認知症サポーターとは？
　認知症に対しての正しい理解と知識を持っていただいて、日常生活の中で認知症の人やそ
の家族の方々などの手助けをしていただく、いわゆる地域での認知症の応援団です。
◎認知症サポーター養成講座とは？
　認知症サポーターになるための講座です。受講修了するとサポーターの証であるオレンジ
リングが配布されます。
◎受講したい場合は？
　まずは、地域包括支援センターにご連絡ください。日程・場所等のご相談をさせていただ
きます。

受講してみませんか？

▲ステップアップ講座

▲ほっとカフェ応援隊

17 令和元年 9月15日発行



防災シリーズ○33

神山町役場　総務課　防災係　　電話：088－676－1111（IP2000）

　みなさんは、J-ALERT（ジェイアラート）と
いう言葉を聞いたことがあるでしょうか。
　J-ALERT（ジェイアラート）とは、全国瞬時
警報システムのことで、通信衛星と市町村の防
災行政無線を利用し、緊急情報を住民へ瞬時に
伝達するシステムです。
　具体的には、対処に時間的余裕がない大規模
な自然災害や弾道ミサイル攻撃等についての情報を、国から住民まで直接瞬時に伝達す
ることができます。住民に早期の避難や予防措置などを促し被害の軽減に貢献すること
が期待されており、神山町では、平成 22年度末から、運用しています。

　また、平成 25年 8月 30日からは、大雨、地震、津
波、高潮などにより重大な災害の起こるおそれがある
時の警報に加え、これまでの警報の発表基準をはるか
に超える豪雨や暴風等が予想され、甚大な災害が発生
する危険性が著しく高まっている
場合、新たに「特別警報」を発表
し、最大限の警戒を呼び掛けます。

特別警報が出た場合は、数十年に一度しかないような非常に危険
な状況にありますので、ただちに命を守るための行動をとってく
ださい。
　この特別警報も J-ALERT（ジェイアラート）が起動する条件と
して、追加されておりますので、特別警報が発令されると、瞬時
に防災無線より放送を行います。現象の進行に応じて発表される
気象情報、注意報、警報等を活用して、早め早めの行動をとるこ
とが大切です。これから、台風シーズンとなり、災害の発生する
可能性が高まりますので、十分に注意をしてください。

停電になったら…
台風シーズンをむかえ、暴風や倒木により停電が発生することも予想されます。

Ｑ　自宅が停電している。「四国電力」に電話してもつながらない。
Ａ�　停電時には、四国電力へ電話が集中するためつながりにくくなっています。四国
電力の「HP」や「停電情報専門ダイヤル」から停電情報を確認してください。
　（停電情報専用ダイヤル　0120-459-270）

Ｑ　四国電力に直接連絡したい。（停電を伝え早急に対応してほしい。）
Ａ�　送配電カンパニー徳島支社までご連絡をお願いします。ただし、電話が集中する
ためつながりにくくなっていることが予想されます。
　�（徳島支社　0120-410-105 ／ 088-656-4601）※音声案内に沿ってご対応いただきます。

▲J-ALERT 起動の流れ

▲全国瞬時警報システム

広報かみやま No.324 18



詳しくは徳島北年金事務所　電話 088－655－0200
または住民課年金係　電話 088－676－1113（IP2003）までお問い合わせください。

　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得額が一定基準額以下の、年金受給者の生
活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。受け取りには請求書の提出が必
要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が実施します。

▪対象となる方　
　▪老齢基礎年金を受給している方
　　以下の要件を満たしている必要があります
　　　○65歳以上である
　　　○世帯員全員が市町村民税が非課税となっている
　　　○年金収入額とその他所得額の合計が約88万円以下である
　▪障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
　　以下の要件をすべて満たしている必要があります
　　　○前年の所得額が約462万円以下である

▪請求手続き
　①平成31年 4月 1日以前から年金を受給している方
　　対象となる方には、日本年金機構から請求手続きのご案内が 9月上旬から順次届きます。
　　同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）を記入し提出してください。
　　＊請求手続きはお早めに！
　②平成31年 4月 2日以降に年金を受給しはじめた方
　　年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。

▪日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。
　○�日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を求めるこ

とはありません。
　＊年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話してください。

「給付金専用ダイヤル」：0570 － 05 － 4092（ナビダイヤル）
年金給付金 検索

令和元年10月 1日
年金生活者支援給付金制度がはじまります

国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

19 令和元年 9月15日発行



駐在所だより

○ 神領駐在所　　　088－676－0019
○ 広野駐在所　　　088－678－0333

〈通報・相談先〉

安心安全三箇条

一　�交通事故を防ぐため
　　左右の安全確認！
　　反射材の着用確認！

三　�暴風による事故を防ぐため
　　周囲の状況確認禁止！
　　台風・暴風の過ぎるまでは外出禁止！

二　�振り込め詐欺に遭わないため
　　お金の話は絶対詐欺！
　　振り込む前に家族に確認！

広報かみやま No.324 20



消防署だより

119

　日常生活に不便のない方が、通報する場合は下記の緊急連絡番号に連絡すれば問題ありませんが、
もし通報者が喋れない、耳が聞こえない場合は電話ではなくFAXで消防署に通報することが可能です。

　方法は、まず名西消防組合の
ホームページを開き消防のお知
らせをクリックします。下にス
クロールしていき緊急通報用
FAX 用紙のダウンロードをク
リックします。すると、左の用
紙が表示されます。その用紙を
印刷し住所や患者の容態などを
用紙に記入し、「088 － 675 －
0341」に FAX 送信を行うと消
防署へ通報することが出来ます。
　このような状況が想定される
方は、事前に準備してください。
もし家庭にパソコンが無い場合
は神山消防署に直接取りに来て
もらえれば左の用紙をお渡しす
ることが出来ます。もし知り合
いの方で喋れない、耳が聞こえ
ない方がいる場合は教えてあげ
てください。

119番通報について

消防署への緊急連絡は
★ＩＰ電話　　2119番　（119では繋がりません）
★固定電話　　��119番　又は　（088-676-1199）
★携帯電話　　��119番　又は　（088-676-1199）
※ 携帯電話で119番通報した場合、石井消防署に入電し発生場所確認後、神山消防署に転送しますので、電話を切
らずにそのままお待ちください。

　もしあなたが、話すことが出来なかったり耳が聞こえない場合どのようにして
通報しますか？その様な場合、消防側が場所を特定するのが難しく出動に時間を
要します。そのような場合はどのように消防側へ通報するのかお伝えします。

21 令和元年 9月15日発行



【作り方】
① サバ水煮缶の水分を除き鍋に入れ、薄口しょうゆとみりんを加え
て火にかけ、水分を飛ばす。最後にカレー粉を加える。
② レタスは焼き海苔の 1/3 くらいの大きさに、きゅうりは千切り
にする。
③ 巻きすに、焼き海苔、すし飯、きゅうり、①を置いてマヨネーズ
を線を引くよう絞り、その上にレタスを置いて巻く。
④長めの輪切りにして、器に盛る。

【材料：2 人分】
●すし飯    米 1合を炊き、すし酢大さじ 1と好みでスダチ酢少々を混ぜて冷ましておく。
サバ水煮缶    1缶
　薄口しょうゆ    小さじ1
　みりん    小さじ1
　カレー粉    小さじ1強

レタス（淡色野菜）    50g
きゅうり（淡色野菜）    100g
マヨネーズ    適量
焼き海苔    2 枚

サバ缶シリーズ

野菜1日350g！
栄養価1人分：エネルギー493kcal、たんぱく質24.3g、
脂質14.2g、塩分1.8g  野菜総重量約75g

●ワンポイントアドバイス
　子どもも食べやすいように、水煮缶を使いカレー味にしていますが、
味付缶を使っても美味しいです。
　また、きゅうりの代わりに、サッとゆでたオクラも試してみてください。

ヘルスメイトおすすめ！ヘルシー料理

★サバ缶のシャキシャキ巻き★

　次号は、平成28～30年生まれで
11月・12月が誕生日の子（町内に
住所を有すること）を募集します。
　掲載を希望する方は、役場広報編
集委員会まで写真を送付してくださ
い。締切は10月15日です。

※�掲載回数は 1回までです。複数回の掲載はできませんの
でご了承ください。
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ら
も
、
ま
す
ま
す
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

祝 

100 

歳  

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

～
元
気
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
～

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
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7
14
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1
8
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9
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3
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1
8
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2
9
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3
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4
11
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25

5
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6
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27

7
14
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28

6
13
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27

7
14
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28

1
8
15
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29

2
9
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30

3
10
17
24
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4
11
18
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5
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19
26

町内各所を練り歩く阿波踊りは、地域の方々に愛されています。

8 9 10August September October

▶
8
月
に
送
付
し
た
「
ふ
る
さ
と
お
便
り
」
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